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 昨年９月より社会福祉法人への準備会、住民

説明会を経て江戸川区へ申請をしておりました

が、５月31日江戸川区より認可を頂きました。

２ヶ月遅れながら６月３日登記完了し、社会福

祉法人「共慈会」が誕生しました。 早速６月

10日第１回理事会、

評議員選任解任委員

会で評議員を選任

し、６月14日第１回

評議員会を開催し、

全議案承認を頂き

第２回理事会にて

理事長に池山恭子、業務執行理事に諸岡朋子、

事務局長に松島なをみが選任され、新体制で動

き始めました。５月28日のなぎさ虹の会総会で

資産を共慈会に引き

継ぐと承認を得まし

たので、資産と事業

の継承作業、新規申

請、名義変更等必要

な手続きを進め、

10月東京都へ清算

完了届けが済むと

正式なNPO法人の

解散となります。 

【基本理念と方針】 
私たち社会福祉法人共慈会は、地域福祉の担

い手として、必要とされている社会福祉活動

を、地域住民と共に考え、実行、推進していき

ます。共慈会は、「共に慈しみ」合いながら、

慣れ親しんだ地域で自分らしく生きることがで

きるように、ロゴマークで表現しました。 

１．自分らしく生きる 

真ん中に輝いている青の芽が自分です。高齢者

も障害者も子供も大人も同じ人

間としての尊厳を大切に、自分

らしさの実現を目指します。 

２．地域とのつながりと信頼 

家族、友人や、地域の組織など

のつながりが、しっかり後ろで

個人を支える赤い葉です。 

３．専門的介護支援 

専門家としての自覚を持つ職員が、医療介護諸

機関や地域資源と連携し、地域包括システムを

より一層進め個人の生活を支えます。 

 

これらの３つの若葉を成長させるた

め、信頼・財政・専門性を併せ持つ、 

持続可能な社会福祉法人として、共に

学び歩んで共生社会確立をめざします。 

なぎさ助け合いの会設立総会   

◎６月１７日(月）午後２時～３時30分  

◎なぎさニュータウン２号棟ホール 
第１号議案 「なぎさ助け合いの会」設立について 

第２号議案 「なぎさ助け合いの会」会則について 

第３号議案  令和元年事業計画・予算案について 

第４号議案  役員選出と運営会員について 

第５号議案  総会運営について 

 NPOなぎさ虹の会の「助け合い部門」は任意団体

「なぎさ助け合いの会」として発足しました。（会員数

92名出席者30人委任状出席62名） 

会場一杯の会員の方にお集まりいただき、今後の活

動内容や運営について様々な質問や要望が活発に

話し合われました。中でも福祉有償運送に対する質

問があり、これは共慈会で対応してもらいます。 

 →（表面に説明あります） 

会長：南波裕子 副

会長：樽井和子事

務局長：福地千恵

子 監事：井内寿子 

柳瀬直人（敬称略） 
 

20年前「なぎさ助

け合いの会」は自治会活動の中から、会員同士によ

る有償ボランテイア団体として発足しましたが、再ス

タートです。住民の方々が安全・安心に暮らせる地域

作りを目指すという「NPO法人なぎさ虹の会」の助

け合い」の支援活動を引き継ぐことになります。運営

会員として活動希望の方はお電話ください。今後共

ご協力宜しくお願いします。＊パンフレットは後日配

布します。【開局時間 9：00～15：00（月～金）】 

☎ コーディネーター 070-3523-4477 

選任解任委員会 

評議員会 

理事会 

助け合い設立可決！ 
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